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ス。之レjj'橡防法トシテハ 1908年 Beileガ Miinchener ¥' ochenschriftニ護表シタルモノ







































( 3) 開胸後，肋膜ノ l現牧能力減退シ，肋膜腔内ニ法出液瀦溜テ31ミシ軽度ノ肋膜炎テ招
クハ屡報告セラノレ、底ニテ， コノ例ニ於テハ2回ノ穿刺ニヨリ軽快セリ。




























事． 合 855 
術ノ；最大効果テ牧メ得ルtlJ：態ニ置クモノナリト云ハントス。
40.「ヒスタ三シ，ショック」Z挺ケJi,.肺臓血管J態度














流血量ハ減少致シマスガ而シ此ノ減少ノ前ι 必ズ一過性ノ増加テ示シテ居リ 7 ス。家兎ニ
於キマシテハ上記ノ関係ガ異ナツテ居リ 7 シテ流血量 J増加スJレノテ観7 ス。家兎ニ於キ
7 シテハ定型的ノ所謂「ヒスタミン，ショック」ハ無4ノデ有リ 7 ス。以上ノ成績カラ「ヒス
タEン，ショック」ニ於タル肺血管ノ意義ハ本韓的ニ寄在セザルモノデ有ロウト結論イタシ
7 ス。「ヒスタミン」ノ心臓ニ針スル作用ハ向明カデ有リマセンガ，末梢血管環流ノ成績ニ






ハ恐ラクオこ輸血管ノ態度ーヨリ決定サレルモノデ有リ 7 シテ所謂「 Jl-ングンスヘルレー Jハ







家兎ガ「ヒスタ Eン」ニ針ス jレ態度ハ個韓的ニ差異アル事ノ、一般ニ認j ラレア居リ？ス。
従ガツテ「ヒスタ iン，ショック」／解決ニ家兎テ用フル事ノ、不適首デ有リ 7 ス。恐ラク之
レハ大循環系統ノ小動脈ガ牧縮テ替ムモノデ無イカラト存ジ 7 ス。兎モ角モ時ニヨリ所ニ
ヨリ一概ニ申セ 7 セン．タ V私共ガ経験セJレモノデハ90%ガ著明ナJレ血座ノ上昇テ先ッー現
シタモ4デアリ 7 ス。此ノ相違ハ何ニヨツテ来Jレカ或論者ハ食事ニ閥ス Jレト云フシ或Jレ論
者ハ麻酔ニ関係ス Jレト申シ 7 ス。私ハ此ノ雨者ニ関係ス Jレトモ思ヒ 7 セン。只今デハ純粋























モ起リマス。「ヒスタミン」ノ如ク作用ノ；複雑ナ薬物ニアリテハ徐程t慎重テ要シ 7 ス，Fenyes 
等ハ血行ニ劉・ス Jレ「ヒスタミン」ノ作用ハ様々デ一定シタ成績ニ建シ得ナイト云ツア居リ 7
E嬰 合 857 
ス。
「ヒスタ i ン」カー血塵降下テ~ミスコトハ争ハレナ f 事寅デア Jレガ屡々家兎ニ於テ一過性ニ
血鹿テ上昇スJレコトアJレハ既ニ Frankel：等ノ H品ヘアテJレ所・デ此ノ鈷ハ犬ヤ猫ト相違シアヰ
























遁 加 京帝大 大 津 謹ー






















































46.先天性小腸訣損症2伊u.：就4テ 京大五郎川 E 己

















開テ検査シ 7 スト，柴養ハ非常ニ悪クアリ？スガ別ニ崎形的ナ所ハナク， /IT門ハ存在シ
テ居リマス。
腹部ハ一般ニ膨隆シア居リ，踊診中時々）隣テ中心トシテ唱上腹部ヨリ下腹部ニ向フ腸ノ
州車j運動テ誼明シワ Jレヨリ他ニハ異欣ナク，腹腔内ーモ異欣抵抗テフレ 7 セン。
ソコデ腸閉塞ノ診断ノ下ニ時テ移サズ手術テ行ツタノデアリ？スガ，ソノ手術所見テ遁
ぺ 7 スト，ノパノ腹直筋ノ外縁ニ 4クJレ皮膚切開ヨリ入リ 7 スト開壁腹膜ハ正常，腹水ハア
リ7 セン，腹腔ハ強ク膨満シタ腸ニヨリ占メラレ，腸ハ既ニ多少腰俵性テ帯ピテ居リ 7 ス
向詳シク腹腔内テ調ペマスト，強ク膨満シテ居リマスノハ，胃及十二指腸， トラ 4ツ氏帯
ヨリ約20糎ノ長サテ有ス Jレ，小腸ノ一部ニソノ端ハ盲＇"!Ji官テナシテ居リ，之ニ鰻クペキ小腸
ノ他端ハ矢張リ盲端ニ始リ約4糎ノ長サテ有シア廻育部一入ツテ居リ 7 ス，大サハ「 7 ツ
チJ軸木大晶様突起ノ長サハ約3糎，大腸モ甚萎縮シ，中等ノ「 t、ズ」大ニナツテ居リマス
ガ何等異iU；ハアリ 7 セン。 1）、腸依損部ノ腸間膜ハ模形ニ歓損シテ居リ 7 ス。
由ツテ腔腸ノ盲端テ開キ人工旺門テ作ツテオキマシタガ，不幸数時間後死亡シマシタ。
特志解剖テヤツタノデ‘アリ 7 スガ，手術時所見ト一致シ 7 スノテ省キ 7 ス。
第2例 （昭和5年11月27日入院）
生後4日日ノ男児出生直後ヨリ，腹部ハ柏々膨隆シテ居リ， 24時間後ヨリPlnf：ガ始ツテ
居リ 7 スont物ハ線色テ帯ピ梢々多量，使遁ハ未ダ1回モアリ 7 セン。
種テ検査シ 7 スト，腹部ハ全惜トシテ膨j前シテ居リ，上腹部ニ静脈ノ怒張テ見Jレ他皮腐
ニハ異!Vtテ認メ 7 セン，酷温ノ上昇ナシ。 l憐テ中心トシテ左とヨリ右下ニ向フ腸ノ幅動運
動テ認メ 7 ス，鰯診ス Jレモ腹腔内ニ異欣抵抗モフレ 7 セン。 !JI門ハ在在シテ居リ 7 ス。ソ





ナツテ居リ 7 セン。ソノ閉塞部ニ約20糎ノ長サテ有スル萎縮シタ小腸カボ績4テ居リ 7 スガ
ソノ端ハ盲端ニ終ツテ居リ 7 ス。ソノ大サハ約竿糎ノ直径テ有シ，色ニ盤化ハアリ 7 セン。
夏ニソノ附近ニ約3糎ノ長サテ有ス Jレ雨端ガ盲端テナシテヰJI.-1）、腸ガ同列ノ腸間膜ニ連ツ
テ居リ， ソノ火ニ盲端テモツテ始Jレ萎縮シタノj、腸ヵ・廻宵部ニ入ツテ居リ 7 ス。ソノ下方・ニ
品Hi、突起モ作拍コシテ居リ 7 ス。
大腸ハ甚シク萎縮シ＇ I三糎ノ直n：テ有シテ居Jレニ過ギ 7 セン。ヨツテ膨i繭シタ小腸端テ開
イテ人工旺門テ逝ツテオキ 7 シタガ翌日ノ：夜迄生寄シテ途ニ不幸ナ特蹄テトリマシタ。

















































モノアリ。 判例年 Korteガ本疾患ハナルペク早期ニ外利家ノ手＝ ヨリテ治癒セ シムベキモ
ノナリト力説シテ後，各方面ヨリナサレタル幾多ノ統計的観察護表セラレタ Jレモ，何レモ
今日向致後陣メテ不良ナ Jレ疾患ナリトセラ Jレ。演者ハ最近大JL＇］’病院＝於テ頗 Jレ重篤ナ Jレ症
HA＇テ示セル 55歳ノ婦人陣臓膿蕩患者テ幸ニシテ救助シ得タ Jレラ以テ特ニソ J診断及経過ニ











5~ . 多房性腎臓嚢腫＝就テ 倉 事土 1 崎 直 :L‘ Ill 
（紙 席）
月4 牌臓（牒臓）周園血腫 大阪帝大 堀 日 泰 雄
（快 席）
（終）
